
□出版に関わった本 

 

＊相模書房（増補版も含む）  

三宅理一「ドイツ建築史〈上〉」「ドイツ建築史〈下〉」／向井正也「日本建築・

風景論」／丹下敏明「スペイン建築史」／郭中端・堀込憲二「中国人の街づくり」

／田中清「建築設計事務所の経営」／光安義光「わすれがちな設計のポイント」

／小川守之「建築家マッキントッシュ」／山本正三「ウイリアム・モリスのこと」

／ウィッチャリー、小林文次訳「古代ギリシャの都市構成」／◆小林文次「日本

建築図集」／小林文次「建築の誕生」／真鍋恒博「省エネルギー住宅の考え方」

／山田修「わかりやすい住まいの法律」／中善寺登喜次「住まいの設計ノートか

ら」／山本公喜「住みかえの知識」／◆髙橋林之丈「苦悩する建築設計界」／林

青梧「文明開化の光と闇―建築家・下田菊太郎伝」／田中正大「日本の自然公園」

／森川育造「住まいの補修と維持管理」／山野勝次「建築昆虫記」／◆向井覚「建

築家吉田鉄郎とその周辺」／向井覚「建築家鉄郎とその周辺」／向井覚「建築家・

岩元禄」／◆布野修司「戦後建築論ノート」→増補改訂版（れんが書房新社）／

◆陣内秀信・板倉文雄「東京の町を読む」／◆佐々木宏「ル・コルビュジエ断章」

／佐々木広「二十世紀の建築家たちⅠ」、「二十世紀の建築家たちⅡ」／佐々木宏

「〈インターナシュナル・スタイル〉の研究」／佐々木宏「巨匠への憧憬」／佐

藤京子「庭とのふれあい」／小谷喬之助「劇場物語」／エドゥアルド・トロハ「エ

ドゥアルド・トコハの構造デザイン」／◆近江栄「光と影・蘇る近代建築史の先

駆者たち」／近江栄「建築設計競技」鹿島出版会（学位論文）／近江栄「光と影」

／原沢東吾「建築学入門」、原沢東吾「建築学序説」、原沢東吾「都市と建築の哲

学」／◆西澤文隆小論集１「コート・ハウス論」、２「庭園論Ⅰ」、３「庭園論Ⅱ」、

４「庭園論Ⅲ」／エリアス・コーネル著、宗幸彦訳「ラグナル・エストベリー」

／レオナルド・ベネーヴォロ著、佐野尊彦・林寛治訳「「図集 都市の世界史」

１、２、３、４巻／小野木重勝「明治洋風宮廷建築の研究」／ＲＩＡ建築綜合研

究所近藤正一（伊達）◆「建築家山口文象 人と作品」／横山不学「遥かなる身

と心との遍歴」／前田邦江「手づくり家づくり」／遠山静雄「アドルフ・アピア」



／岡島孝雄「建築経済学」／◆長谷川堯「神殿か獄舎か」、「建築―雌の視角」、

「都市廻廊」／小能林宏城「建築について」／◆上松佑二「世界観としての建築」、

ルドルフ・シュタイナー著、上松佑二訳「新しい建築様式への道」／◆松倉保夫

「ガウディの装飾論」／松倉保夫「ガウディの設計態度」／松倉保夫「ガウディ

の装飾論」／砂川幸雄「現代の家づくり」／保坂陽一郎「まもりのかたち」／城

戸久・高橋宏之「藩校遺構」／◆今和次郎「日本の民家」／小倉強「東北の民家

探訪日誌」／小倉強「増補 東北の民家」／川島宙次「民家の画帖」／◆山本祐

弘「樺太アイヌ・住居と民具」／山本祐弘「北方自然民族民話集成」／山本祐弘

「北の家・南の家」／山本祐弘「インテリアと家具の歴史」／知里真志保、山本

祐弘・大貫恵美子「樺太自然民族の生活」／◆池浩三「家屋文鏡の世界」／池浩

三「祭儀の空間」／池浩三「住まいと匠」／須田敦夫「日本劇場史の研究」／飯

田須賀斯「中国建築の日本建築に及ぼせる影響」／小林昌人・溝口歌子「民家巡

礼・東日本篇」、「西日本篇」／林野全考「近畿の民家」／杉山信三「韓国の中世

建築」／片桐正夫「朝鮮木造建築の研究」／田村剛「作庭記／◆野村孝文「増補 

南西諸島の民家」／◆宮内康「風景を撃て 大学１９７０－７５」／◆横山正「透

視画法の眼」／中村順平「建築という芸術 上」「下」／カサネリェス著、入江

正之訳「アントニオ・ガウディ」／◆水原徳言「白井晟一の建築と人」／石山修

武「バラック浄土」／李家正文「トイレットで語ろう」／岡秀隆「建築デザイン

の論理」／◆吉阪隆正「乾燥なめくじ」／吉阪隆正「告示録」／吉阪隆正「住居

学」／吉武茂介「焼きもの塗もの金もの」／田中久「裸のスウェーデン」／ピュ

ツェップ著、田中久「手術センターの計画」／竹内芳太郎「年輪の記」／田中昌

穂「家相真法秘要」／永雄五十太「さしがね入門」／津川俊夫「英和建築用語字

典」／井上宇一「建築設備ポケットブック」／清田文永「空港」／佐藤武夫「公

会堂建築」／広瀬考六郎「都市上下水道」／髙橋靖夫「最新透視図技法・図法編」

／高野浩毅「パースで進める店舗設計」／笠原敏郎・市川清志「建築物法規概説」

／田中礼治「鉄筋コンクリートの構造入門」／川原泉「建設業のＴＱＣ早わかり」

／米国教育保健省公衆衛生局編・吉武泰水他訳「綜合病院の設計と構造」／石関

秀穂「屎尿浄化槽設計資料集」／髙橋靖夫・高橋久美子「最新透視図技法・入門



編」／福田健也・高橋久美子「スケッチパース」／小菅哲「建築マネジメント実

践」／小林梅次「日本の草屋根」／◆武基雄「市民としての建築家」／◆中村順

平「建築という芸術」上、下／◆岸田日出刀「岸田日出刀」上、下／五十嵐敬喜

「裁かれる近代」／太田邦夫「東ヨーロッパの木造建築」／川島宙次「世界の民

家・住まいの創造」／田中重光「大日本帝国の領事館建築」／馬場璋造「建築２

１世紀はこれからだ」／竹村真一郎「白い僧院」／ 

 

＊いろいろな出版社 

◆石田繁之介「三井の集会所」／石田繁之介「三井の土地と建築」（以上、日刊

建設通信社）／石田繁之介「三井の建築六十年の軌跡」／石田繁之介「ジョサイ

ア・コンドルの綱町三井倶楽部」（以上、南風舎）／◆田中孝「物語・建設省営

繕史の群像」上、中、下（以上、日刊建設通信）／西澤文隆「西澤文隆の仕事Ⅰ」、

「Ⅱ」、「Ⅲ」／◆「本間利雄自伝」（以上、鹿島出版会、２０２２年）／馬場璋

造「信頼される建築家像」／馬場璋造「日本の建築スクール」（以上、王国社）

／徳岡昌克「建築―ゆずり葉のデザイン」／◆佐野正一「建築家三代」／佐野正

一・石田潤一郎「関西の建築」／小菅哲「建築マネジメント概論」／小菅哲「建

築マネジメントの実践」／江藤静児「鉄筋混凝土にかけた生涯―阿部美樹志」（以

上、日刊建設工業新聞社）／◆村野藤吾・神子共著「村野藤吾著作集全一巻」（同

朋舎、現在は鹿島出版会） 

 

◆は内容に少し触れる本。 

 



◇神子久忠 略歴 

 

１９４１（昭和１６）年 ４月２０日生まれ→８０歳 

１９５８（昭和３３）年 ３月 江見町立中学校卒業（鴨川市）   

同年４月 千葉県立安房第一高等学校入学（館山市）                  

１９６０（昭和３５）年 ３月 同高校卒業                   

１９６１（昭和３６）年 ４月 桑沢デザイン研究所プロダクトデザイン科入学 

         同年 ３月 卒業 

                この間、幸建築研究室（構造事務所）、連合設 

計市ヶ谷事務所でバイト。 

１９６２（昭和３７）年 ４月 日本大学理工学部建築学科二部入学                

１９６７（昭和４２）年 ３月 同大学卒業 

         同年 ４月 新建築社入社 

１９７１（昭和４６）年 ２月 同社退社 

           １１月 相模書房入社 

１９８４（昭和５９）年 ２月 同社退社（＊相模書房は２０１５（平成２７）年 

９月廃業） 

            ３月 日刊建設通信入社、 

１９９６（平成  ８）年 １月  同社退社 

             ４月  日刊建設工業新聞社入社 

２００９（平成２１）年 ３月 同社退社 

 
＊新建築社に約４年、相模書房に約１３年、建設通信に約１２年、建設工業には約１３年、退社後

現在で１２年。 

＊相模書房、建設通信、建設工業などでの出版は、別紙の通り。 

 



□相模書房のこと 

 

 

 相模書房のオーナーは鈴木二六。１９３６（昭和１１）年創業。箱根強羅の環

翠楼のオーナーで、小田川漁業協同組合理事長をやった。鈴木家は小田原の名門

で、兄の鈴木十郎は１９４９（昭和２４）年から５期小田原市長をやった。早大

中退、同人雑誌を出すなど文芸に興味があり、巌谷小波（いわや・さざなみ）と

懇意だったから、初期は武田麟太郎、里見弴、野上弥栄子などの文芸書を出して

いた。相模書房には巌谷家・親戚の巌谷さだ子が、経理で死去するまで勤務して

いた。 

 

 二六は初めて箱根・強羅温泉を探りあてた第一号。敷地、建物は岩崎弥太郎三

男の別荘。本館２棟と離れ４棟。相模書房は岸田日出刀との関係（岸田を中心と

したいろいろな本を出す）から、環翠楼内に本館とは別に離れ４棟をつくった。

岸田に私淑した郭茂林の設計。骨太のディテールで、建築家・郭の力量がわかる。 

 

 相模書房の初代社長は小林美一、編集は引頭百合太郎（いんどう・ゆりたろ

う）。引頭は岸田と懇意だった。私が入った頃は小林、引頭は老齢で、用事のあ

る時だけきていた。 

「新建築」事件で一緒に辞めた小川格は「ａ＋ｕ」創刊に１年関わり、私が相

模書房に入った翌年（１９７２年）相模書房へ。退社後、１９８３（昭和５８）

年南風舎を設立。現在は顧問。したがって相模書房の仕事は、小川との共同作業

である。 

２代目社長（１９５０年）は、佐藤弘。鈴木二六は相模書房のオーナーだから、

年２回、決算報告に環翠楼に招待、慰労してくれた。 

相模書房は２０１５（平成２７）年９月廃業、８０年の歴史を閉じた。社屋は

入舟町（八丁堀）の木造２階のしもた屋、近所に印刷屋などがあった下町。その

後、再開発で一変。昔、道路向うに沖種郎の「連合設計」、いま川方向に岡部憲



明の事務所がある。 

 

いまはなくなったが、当時の印税支払いは増刷部数の印紙をもっていき、押印

してもらう。５００部程度が多かった。その時、増刷部数だけの現金を渡し、押

印してもらった印紙を奥付に貼る。今和次郎、吉阪隆正などの本はこうしたやり

方で、その場ですべて押印してくれた。 

 

相模書房は、２０１５（平成２７）年９月廃業。７９年の幕を閉じた。入舟町

の再開発に伴い、銀座・松屋百貨店裏に移転、１階と地下（地下は倉庫）。いま

はホテルとなっている。廃業に際し印税未払いは、弁護士に依頼し、未払い分相

当の書籍を引き取ってもらう交渉をした。大半が応じてくれた。（神子久忠） 
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